

































源氏物語の注釈は、 『花鳥余情』 を境にして、 古注と旧注に峻別される
（７）
。 『花鳥余情』 は、


























ほとけのいとうるわしき心にてときをき給へるみのりにもはうへんといふ物ありてしはらく天台宗の義によらは法花を真実とさたむるにつきて尒前の諸教をは皆方便といへり方等経は五時経の中第三時にあたる大乗教の初門也浄名思益等の経なり小乗を弾斥して大乗を褒美する故に方等部をは弾呵褒貶 教といふ二乗に対してとき給ふ故也おほよそ仏 方便はいか も衆生の機をかゝみて説給へる故になき事をもある ひ又ある事をもなしとの給ふこゝにいへる事かしこには又かはれるいつれを誠と決定しかたし所詮は衆生 万機をと のへてつゐに一実道に帰せしめてひとつむねにおさむるなり三界唯一心々外無別法の道理なり煩悩と菩提とはたとへは水 氷とのことし水 氷とはたゝ 性なりまよへは菩提の水こほりとなるさと は煩悩のこほり水 なるかこ しまたく各別の物 あらす善悪不二邪正一如の理な しはらくよきあ きは のか りめなりよくいへはなに事もむなしからすとはかゝるゑ物語かな草子な もこれによ て益をほとこせ すなはち方便の諸教とさらにかはる所な るへ と とけの御のりをひ かけてことはりをのへ給ふ り
これは蛍巻で、物語に熱中する玉鬘に対して、光源氏が物語論を語る場面である。
物語とは、虚構の集合で構成されたものであるが、その虚構の中に、人間の真実を描くものであると語り、それが方等教で説かれ、菩提と煩悩が表裏一体なのと同じであると語っている。そして、 『花鳥余情』は、菩提と煩悩の部分に関して、 「水」と「氷」に例えて詳しく解説しており、 天台教学に対して、 深い理解があったことがうかがえる。
これらのことを踏まえると、 『源氏物語』を書写するには、単に能書家であるだけ





















数が多い順に述べていくと 尊鎮が三十六本、 堯胤が十本、 應胤が六本、 忍継が五本、





終巻の書写を担当していることから、大正本 写に たっての責任者や発起 考えられる
）（（
（
。このような重要な人物が、 天台書籍に関与しおり、 さらには、 法名ではなく 「基










後花園天皇・貞成親王・関白二条持基・前摂政一条兼良・将軍義教・前右大臣三条公冬と続く序列は、構想段階と変わらない。また、門跡の参加はなかったけれども、沙弥浄喜・性脩によって僧侶がいないわけではない。後花園の父親貞成は無品故にまだ後祟光院という「院」ではな 。しかし、見ようによっては、やや苦しいものの、この十人の序列を 天皇―公家・寺家・武家」からなる「公」秩序の具体化ととる は不可能ではない。














いる。これは、大正本の書写者とマッチするのである。勧修寺家、万里小路家は前掲した常信、 賢房がその家系の人物であるし、 宣胤は 「中御門大納言宣胤卿」 と、 「行幸」 「藤袴」 「鈴虫」 「紅梅」 四つ 巻の書写者として極札に、 その名が書かれている。また、詳細が不明な人物として、 「飯尾常房三善氏息女」な 人物が、大正本の 写者の一人である 、これは 先述した、 家、 家の人物であろう。
これらを総合すると、親長家で開催された歌合のメンバーは、大正本の書写者と非
常に関わりが深いことがわかる。親長が公 の中心とした相関図の整理 まだ充分ではないが、その考えを基に、今後の研究 調査をすすめていきたい。
おわりに
以上のように、概説的にではあるが、大正本の書写者について、新たな見地から、































（13）「和歌は〈公共圏〉を生み出す――室町期武家詠作から」 （ 『聖な 声――和歌にひそむ力』三弥井書店
　
平成二十三年五月）
（14）前田氏に話しを伺ったところ、 「非常に難しいが、どちらの立場とも取れる」との見解をしめされた。
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